
 

 

 

「まいぶん考古学講座」の開催について 

 

県埋蔵文化財センターでは、「考古学からみた環境」をテーマに、平成 24年度の

「まいぶん考古学講座」を下記のとおり開催します。 

 

記 

 

１ 趣  旨  「まいぶん考古学講座」は、考古学や埋蔵文化財に関する話題を、(財)石川県埋 

蔵文化財センター職員がわかりやすく解説する公開講座です。 

平成 24年度は、「考古学からみた環境」をテーマとして、稲作や山海の開発と 

産物を話題に、5月 27日から 3回にわたって開催します。 

受講料無料、事前申込み不要で、どなたでも気軽に参加できます。 

 

２ 日  程  第１回 平成24年 5月27日(日) 

題目 : 「考古学からみた平野の環境－稲作のはじまり－」   

講師 : 調査部 特定事業調査グループリーダー 浜崎 悟司 

内容 : 弥生時代の水田跡や農具を紹介し、稲作が加賀・能登の平野にもたらし 

た影響について説明します。 

 

第２回 平成24年 6月 3日(日) 

題目 : 「考古学からみた海辺の環境－古代能登の海産物－」 

講師 : 調査部 国関係調査グループリーダー 垣内 光次郎 

内容 : 奈良時代、能登で捕れたサバやナマコが都へ納められた記録から、海辺の 

暮らしと環境を探ります。 

 

第３回 平成24年 6月10日(日) 

題目 : 「考古学からみた山林の環境－資源の開発と山の変質－」 

講師 : 調査部 県関係調査グループ 主任主事 谷内 明央 

内容 : 古代にはじまる製鉄や製炭の遺跡から、山林資源の活用と環境の変化 

を解説します。 

 

※なお、各回のみの受講も可能です。 

 

３ 時  間  各回とも、午後1時30分～3時00分 

 

４ 会  場  石川県埋蔵文化財センター 研修室 (金沢市中戸町18番地１) 

 

５ 主  催   (財)石川県埋蔵文化財センター 

     電話：０７６－２２９－４４７７ 

 

６ そ の 他  本講座は、石川県民大学校の教養講座となっています。 

平成 24年 5月 14日 

(財)石川県埋蔵文化財センター 

担当者  三浦（みうら） 
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